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（仮称）河合町まちづくり基本条例 条例案改訂稿１ 新旧対照表

改訂版

ページ
修正箇所 修正後 修正前 修正理由

Ｐ１ 目次
第７章 生涯学習及び文化のまちづくり 第７章 文化及び生涯学習のまちづくり 条文の並びに修正

Ｐ１ 目次
第８章 町議会並びに執行機関及び町職

員の役割と責務

第８章 町議会並びに町長及び町職員の役割

と責務

条文見出しの修正

Ｐ１ 前文
近年では ただ近年では 審議会意見

Ｐ１ 前文
すでに、子どもたちの見守り活動や その礎として、子どもたちの見守り活動や 審議会意見

Ｐ１ 前文
活発におこなわれていますが、これからも 活発におこなわれています。これからも 審議会意見

Ｐ２ 第１条
まちづくりの基本原則、町民の権利、 まちづくりの基本原則を明らかにし、町民の権

利、

審議会意見

Ｐ２ 第１条
持続可能な地域社会の実現 持続可能な社会の実現 文言の統一

Ｐ２ 第２条（３）
行政事務を執行する機関をいい、「行政」と

もいいます。

行政事務を執行する機関をいいます。 以下の条文で「行政」を使用して

いるため

Ｐ２ 第２条（７）

（７） 町民公益活動団体 町民による自

発的かつ自主的な意思に基づき、広く社会

的課題の解決やまちづくりを目的とした

非営利で公益的な活動を行う団体をいい

以下の条文で「町民公益活動団

体」を使用しているため
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ます。

Ｐ２ 第２条（８）

（８） 多様な主体 大字及び自治会等を

はじめ、地域自治団体、町民公益活動団体、

事業者のほか、まちづくりに参加する個人

等をいいます。

以下の条文で「多様な主体」を使

用しているため

Ｐ２ 第２条（９）

（９） 地域自治団体 一定のまとまりの

ある区域内の多様な主体で構成される地

域自治を担う団体をいいます。

以下の条文で「地域自治団体」を

使用しているため

Ｐ４ 第７条
町民をいいます。以下同じ。 町民をいう。以下同じ。 文言の統一

Ｐ５ 第１２条

まちづくり及び地域の公共的課題の解決

について、多様な主体がその担い手となれ

るよう

まちづくり及び地域の公共的課題の解決につ

いて、大字及び自治会等をはじめ、地域自治団

体、ボランティア団体やＮＰＯ等の町民による

公益活動団体、事業者のほか、まちづくりに参

加する個人等多様な主体がその担い手となれ

るよう

第２条（８）に定義

Ｐ６ 第１５条

町民は、町民公益活動団体を自ら立ち上げ 町民は、自発的かつ自主的な意思に基づき、広

く社会的課題の解決やまちづくりを目的とし

た非営利で公益的な活動を行う団体（以下「町

民公益活動団体」といいます。）を自ら立ち上げ

第２条（７）に定義

Ｐ６ 第１６条 ２
【抹消】 ２ 住民自治の主体は、多様な主体をさしま

す。

審議会意見

Ｐ６ 第１８条

町民は、地域自治団体（以下「まちづくり

協議会」といいます。）を設置することがで

きます。

町民は、一定のまとまりのある区域内の多様な

主体で構成される地域自治団体（以下「まちづ

くり協議会」という。）を設置することができま

す。

第２条（９）に定義

文言の統一
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Ｐ７
第７章 生涯学習及び文化のまちづくり 第７章 文化及び生涯学習のまちづくり 条文の並びに修正

Ｐ７
第８章 町議会並びに執行機関及び町職

員の役割と責務

第８章 町議会並びに町長及び町職員の役割

と責務

審議会意見

条文見出しの修正

Ｐ８ 第２４条

（執行機関の役割と責務） （町長の役割と責務） 審議会意見

２条の定義にあうように条文見

出しを変更

Ｐ１０ 第３５条 ３

町民は、災害発生等においては、自らを守

る自助及び地域で支えあう共助を理念と

して、相互に連携し、助け合うよう努めな

ければなりません。

町民は、災害発生等においては、自ら及び周辺

の人を守る努力をするとともに、相互に連携

し、助け合うよう努めなければなりません。

審議会意見

自助、共助の文言を追加

Ｐ１１ 第３６条 ２
町長は、河合町の有権者がその総数 町長は、有権者がその総数 審議会意見

条例制定等の請求権を明記

Ｐ１１ 第３８条
（自治の最高規範） （条例の位置づけ） 審議会意見


